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大阪ガスの本荘でございます。

本日は、お忙しいところ、当社の2020年3月期 第2四半期 決算説明会にお集まり
いただき、ありがとうございます。

また、平素は、当社事業につきご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

それではただ今より、2020年3月期 第2四半期決算について説明させていただきます。
決算数値の説明に先立ちまして、当社の2020年3月期 第2四半期の振返りについて

説明させていただきます。

4ページをご覧ください。
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詳細は以降のページで説明いたしますが、当期は、国内外において、将来の成長に
つながる投資を実施することができました。

国内エネルギー事業では、来年4月の組織再編を意思決定しました。また、関西圏、
首都圏において、お客さまアカウントの拡大に向けても取組んでいます。

次ページ以降で、その取組みについて説明いたします。
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まず、海外エネルギー事業について説明します。

7月に、当社グループは、海外上流事業の拡大に向けて大きく前進する、サビン社の
全株式取得を意思決定しました。

サビン社取得は、2020年度以降の海外エネルギー事業の利益成長に貢献するだけ
ではなく、長期ビジョンにおいて目指している海外エネルギー事業展開の加速に大きく
寄与する案件になります。

現在株式取得に向けた最後の詰めを行っており、11月末頃に完了の予定です。
取得後は7～8名の社員を派遣し、開発実務・事業運営ノウハウの蓄積に努めるとともに、

米国子会社のシェールガス部門をサビン社に統合します。サビン社を米国エネルギー
上流事業の推進母体として、持続的な事業成長を目指します。

その他にも、海外事業の利益拡大に大きく貢献する、フリーポートLNGプロジェクトの
工事を着実に進めました。近々商業運転を開始する予定です。また、東南アジアにおける
国内エネルギー事業の知見を活かした事業展開も積極的に行っています。



次に、電源開発の取組みについて説明します。

9月に、2016年から検討を進めてきた姫路天然ガス発電所の約120万kWの事業化を
意思決定しました。発電効率が最高水準の天然ガス火力発電であり、環境負荷が小さく、
コスト競争力の高い電源として、電力事業の拡大に貢献します。

今回の意思決定により、運転中、建設中の電源をあわせて、国内外での電源持分容量が
約620万kWとなりました。
長期ビジョンで掲げた2030年度までに900万kWの電源ポートフォリオを構築するという

目標に向け、着実に前進しました。

今後も、安定的かつ環境性・経済性に優れたエネルギー供給の実現に取り組んで
まいります。
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7ページは組織再編についてです。

9月に、事業環境の変化に対応し、持続的に成長することを目的とした組織再編の実施
を公表しました。
具体的な狙いは、お客さま起点での現場機動力の向上、固有の強みを持つ関係会社

とのシナジーの発揮です。

エネルギー分野における中心的役割を担う基盤会社を設立し、適切に権限を委譲する
とともに、当社の営業組織と既存の関係会社を一体化し、営業活動の流れをシンプルに
することで、意思決定や、お客さまへの提案スピード等を加速させます。
当社と関係会社の各々で持っていた強みが一つになりますので、お客さまに最適な

サービスをワンストップで提供することができます。

10月に基盤会社を設立し、2020年4月の事業開始に向け、準備を進めているところです。
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8ページはお客さまアカウント拡大に向けた取組みです。

当社はこれまでも、価格の安いベースプランやお客さまのライフスタイルに応じたスタイル
プランを提供し、ご好評を得てまいりました。
さらに10月には、新たな電気料金プランとなるウィズプランを創設し、その第一弾となる

ウィズradikoプランの受付を開始しました。
今後も様々な企業・団体とのアライアンスにより、「ウィズプラン」を拡充するなど、

料金メニューの多様化を図ります。

業務用のお客さま向けには、工場の生産性向上につながる工場IoTサービス「D-Fire」
を開始しました。ガス事業で培ってきたシミュレーションやセンサーなどの技術、Daigas
グループのシステム開発・データ分析力等をフルに活用し、お客さま先での
コンサルティング営業をさらに深化させることで工場全体の課題解決につなげます。
今後も、独自の技術に、AI・IoTなどの最新技術を組み合わせることで、お客さまの

ビジネス拡大や課題解決に役立つサービスの拡充を目指してまいります。

これらの活動により、9月末時点で893万件のお客さまアカウントを、
2020年3月末に900万件、2031年3月末に1,000万件とすることを目指します。
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次に、首都圏における取組みを紹介いたします。

2018年4月に中部電力とCDエナジーダイレクトを設立後、東急パワーサプライとの業務
提携等、アライアンス先の拡大に努め、現在、12万件超のお客さまにガス、電気を供給
しています。
9月には、コープみらい、Looopサービスとの業務提携を発表するなど、さらなる

アライアンス先の拡大に取組んでいます。
加えて、CDエナジーダイレクトからの直接販売も強化します。関西圏で好評を得ている

電気料金とアマゾンプライムとのセット料金をリリースするとともに、説明会前に会場でも
流していました俳優の唐沢寿明さん、福原遥さんを起用したマスプロモーションも
開始しました。
反響が大きく、ホームページへのアクセス数が一気に増えました。今後も知名度を高めて

いきたいと考えています。

業務用では、現地のエネルギー事業者と連携し、ガスコージェネレーションにより
電力と蒸気を供給するエネルギーサービスを進めています。

引き続き、首都圏におけるエネルギー事業の成長を目指します。
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また、ESG活動にも積極的な取り組みを行っています。

9月には、その活動を評価いただき、ダウジョーンズ・サスティナビリティ・ワールド
インデックスに3年連続、アジアインデックスに11年連続選定されました。
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11ページには2020年3月期 第2四半期の主なトピックスをまとめていますので、
またご覧になってください。
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　次に2020年3月期第2四半期決算と通期見通しの概要について説明します。
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13ページにはポイントを簡単にまとめております。

当期の連結経常利益は、国内エネルギー・ガス事業におけるスライド影響や
ガス事業費用の減少などにより、前年から270億円増益の498億円となりました。

2020年3月期の通期見通しは、国内エネルギー・電力事業における発電所の
計画外停止、夏場の低気温影響などにより、売上高、営業利益の見通しを前回見通しから
下方修正しています。
連結経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は、受取配当金の増加などがあり、

前回見通しからの変更はありません。



14ページに、当期の連結経常利益について、前年との比較をまとめています。

スライド影響を除いても、ガス事業費用の減少などにより、前年から94億円の増益と
なりました。

国内エネルギー・ガス事業では、スライド影響による増益が175億円となり、スライド影響
を除くと、ガス事業費用の減少が、競合影響を上回ったことなどにより、前年から86億円の
増益となりました。見通しに対しても、気温が低く推移した影響などにより、想定をやや
上回って推移しています。
国内エネルギー・電力事業では、小売契約の堅調な獲得による販売量の増加は

ありましたが、料金値下げ等による販売単価の低下、営業経費の増加などにより、前年
から17億円の減益となりました。見通しに対しては、夏場の気温が低く推移したことによる
小売販売量の減少や、発電所の計画外停止の影響もあり、想定を下回って推移していま
す。
持分法投資損益を除く営業外損益は、受取配当金の増加などにより、前年から16億円の

増益となりました。見通しに対しても、受取配当金の増加などにより、想定を上回って推移
しています。
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15ページは、連結経常利益通期見通しの前回見通しとの比較になります。
2020年3月期 通期の連結経常利益見通しは、先ほどご説明した通り、前回見通しから

変更ありませんが、国内エネルギー・電力セグメント利益、営業外損益を修正しています。

国内エネルギー・電力セグメント利益は、泉北発電所の計画外停止の影響が下期にも
継続すること、夏場の低気温により小売電力販売量が減少することなどにより、前回見通し
から60億円の減益となる見通しです。
営業外損益は、受取配当金の増加などにより、前回見通しから60億円の増益となる

見通しです。
その他について、前回見通しからの変更はありません。
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修正見通しと前年との比較を、16ページにまとめていますので、またご覧ください。
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17ページは成長投資の実績です。
当期は、海外中下流事業、再生可能エネルギー電源に対する投資を中心に、492億円の

成長投資を実行しました。
投資意思決定額は、姫路天然ガス火力発電所、サビン社の全株式取得などにより、

約2,400億円となりました。

成長投資を進める一方で、財務健全性指標である自己資本比率は、2019年9月末時点
で49.5％、D/E比率は0.68となり、中期経営計画で掲げた自己資本比率50％程度、
D/E比率0.7程度を維持しています。
今後も財務健全性とのバランスを確保しながら、企業成長に向けた投資を進めて

いきます。

以降のページは、決算数値等の詳細を記載した内容になりますので、
説明を割愛いたします。

以上で、2020年3月期 第2四半期決算についての説明を終わらせていただきます。
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